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グループビジョンの実現に向けた基本方針

食と健康の課題解決へあらゆる経営資源を集中

有形(財務)資産の強化無形(人財・顧客)資産の強化

効率性高く成長できる
収益構造

(ROE > ROIC > ROA > WACC)

地域・地球との共生

企業価値を向上
(コーポレートブランド価値、従業員エンゲージメント、時価総額)

ROIC
（＞資本コスト）

オーガニック
成長率

重点事業

売上高比率

健康を軸とした生活者への
提供価値向上

単価成長率

顧客

人財と組織の
マネジメント変革

従業員
エンゲージメントスコア

人財 財務

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）

重点KPI
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地域・地球との共生：
2030年までに、温室効果ガスを50%削減し、経済的リスクを軽減する

ESG課題 解決施策 目標 リスク

80-100億円
相当のリスク。
軽減を目指した
施策を実行

気候変動

• 国際イニシアティブへの参加
• 省エネ、再生可能エネルギー
電力利用

• 新技術による社会への貢献

温室効果ガス削減率
FY25: 30%削減(対FY18)
FY30: 50%削減(対FY18)

• 製造工程水使用量削減
• 水源の森林整備

水使用量削減率1

FY30: 80%削減(対FY05)
飲料使用水森林涵養率
FY25:100%以上

温室効果ガス

水リスク

サステナブル

調達

• 持続可能なコーヒー豆、パーム油、紙、
大豆、牛肉の調達

• 「動物との共生に関するグループ
ポリシー」に沿った調達

持続可能な調達比率
FY30: 課題原料100%

森林破壊

生物多様性

人権

動物との共生

• リデュース：包材コンパクト化等
• リサイクル：モノマテリアル素材転換

産官連携成果技術の共有

• 製造工程歩留まり改善
• 有効活用先拡大

プラスチック廃棄物
FY30: ゼロ化

フードロス削減率2

FY25: 50%削減(対FY18)

プラスチック

廃棄物

フードロス

資源循環型

社会構築

1 : 対生産量原単位削減率 2 : 原料受け入れからお客様納品まで (Scope 1)
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地域・地球との共生：
（参考）プラスチック廃棄物低減の取り組み

Copyright © 2020 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved.

20-25年 26-30年

・プラスチック使用量減（薄肉化/コンパクト化等）
・代替素材への転換（紙等）

リデュース（Reduce）

リサイクル（Recycle）/リユース（Reuse)推進

【リサイクル】

【リユース】
・グローバル食品大手が参加表明し、世界20か国
で展開を検討しているオンライン容器回収・
再利用、循環型宅配サービス「LOOP」への参画

2026年～ リサイクル可能包材・
リサイクル技術の本格導入

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
ゼ
ロ
化

XXXX
XX

(例)
｢使い終わった後はゴミ箱に｣
｢地球環境を守りましょう｣ など

LOHACO向け
｢味の素®｣100gの紙包材化

・リサイクル可能な素材・包材開発
・現行包材でのリサイクル技術開発

・商品パッケージの裏面を活用したごみ回収促進訴求

1 E：環境
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52%
63%

2018年1月 2018年11月

MSGに対するイメージは向上しつつある

栄養士のイメージ向上

MSGに対してポジティブイメージがある

と回答した栄養士の割合1

MSGに関する正しい理解の促進を継続的に実施
• 2018年9月、米ニューヨークでWorld Umami Forumを開催

MSGの再評価がトレンドに

大手外食のメニューや代替肉等におけるMSGの採用が広がってきている

世界的な大手調査会社のMintelのレポート
"MSG revival" (2019年9月)2

1 : World Umami Forum後に実施した調査結果, 2. Mintel Reports US, Flavor Innovation on the Menu, 2019, 当社訳

【抜粋】
著名シェフや食品科学者たちが、MSGが危険だという考え
を否定し、中国系米国人に対する偏見に立脚したものにす
ぎないと表立って発言し出したのはごく最近のことだ。
…
MSGが安全で、すばらしい「うま味」の素である
ことを消費者が理解するにつれ、食品やレストランにおけ
るトレンドは変わるだろう
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MSGに対するイメージは向上しつつある
（参考）国際的科学ジャーナル「ネイチャー」による減塩エビデンス・レビュー
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健康のために、ひとつまみのおいしさを！
世界的に繰り広げられている減塩キャンペーンに欠けているのは、うま味なのかもしれない。

MSG、つまりうま味の使用によって、食品科学者は、広く食されている商品を再構築し、
味を損なうことなくナトリウム含有量を減らすことができます。

２ S：顧客
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２ S：顧客

Umami Projectを2018年北米からスタート、現在各地にて活動を展開中

Umami Project
米国におけるMSGに対するネガ払拭、減塩中心とした

有用性訴求によるパーセプション改善に取り組んでいる

南米

ネットワーク、KOL活用し、

減塩機能等MSG有用性を訴求

欧州・ｱﾌﾘｶ・中東

うま味の有用性、安全性等

を各地で訴求

北米本社

アセアン

5 stars 中心にアセアン地域のうま味

プロジェクトを展開中

日本

－ 化学調味料無添加表示の

優良誤認是正

－ うま味調味料のプロアクティブ

な啓発活動
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一人当たり
売上高を向上

生産性向上

FY19を100とした場合

100

115

134

2519 22

340

880

20-2217-19 23-25

課題解決力と生産性を追求するために人財投資を増やす

人財投資

一人当たり
人財投資を増加1

• 「ASVの自分ごと化」を加速

一人ひとりがASV目標を立案

• 研修による健康課題やデジタルリテラシーの向上

• ベンチャー協業、起業家育成

• 顧客価値に繋がらないあらゆる無駄をなくし、

デジタル活用でスピードアップ

• グローバル/機能横断でのマネジメントの標準化

1 : 味の素㈱の金額 2. 味の素㈱における比率

エンゲージメント

多様性

働き方

単価：千円

課題解決力
の向上

環境変化への
対応力の向上

• 2030年までに女性取締役と

ライン責任者の30％2を女性に

女性版人財委員会

寛容で挑戦を促す組織文化

イノベーション
の加速
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ASV自分ごと化と個人の能力開発を高めるマネジメントサイクル

Copyright © 2020 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved.

マネジメントサイクルを OE の手法で回し進化させる
（グループ間、社内の仕事も、バリューチェーンの次の部門は顧客）

3
S：人財
G：ガバナンス
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➢ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、本資料の発表日現在における将来の見
通し、計画のもととなる前提、予測を含んで記載しており、当社としてその実現を約束する趣旨のものでは
ありません。実際の業績は、今後様々な要因によって、大きく異なる結果となる可能性があります。

➢ 本資料には監査を受けていない概算値を含むため、数値が変更になる可能性があります。
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